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『これからの「社会の変え方」を、
探しにいこう。
――スタンフォード・ソーシャルイノベーション・レビュー ベストセレクション10』
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　近年、ニュースや新聞紙上等で「ＣＳＲ
（企業の社会的責任)」、「ＳＤＧｓ（持続
可能な開発目標）」、「ＥＳＧ（環境、社
会、ガバナンス）」といった言葉が頻繁に
聞かれるようになりました。細かなニュア
ンスの違いはあれ持続的な成長を遂げるだ
けではなく、社会的課題を解決することが
求められる時代となっています。
　このような時代を背景に、本書では「気
候変動、環境汚染、食糧や水の確保、貧
困、人権等といった社会のニーズと課題に
対してまったく新しい解決策を発明し、
支援を得て、社会に実装するプロセス」が
「ソーシャルイノベーション」であると
定義し、現場にいる実践者や研究者が行っ
てみたことからの知見をまとめた『スタン
フォード・ソーシャルイノベーション・レ
ビュー』という米国スタンフォード大学の
ビジネススクールから生まれた雑誌に掲載
された論文１０本が掲載されています。
　論文タイトルは、「ソーシャルイノ
ベーションの再発見」、「システムリー
ダーシップの夜明け」、「あなたのエンド
ゲームは何か？」、「規模の拡大を目指
して」、「大きなインパクトの生み出し
方」、「グローバル企業に広がるＢコー
ポレーション」、「社会を動かすカーブ
カット効果」、「投資の可能性を拓く」、
「デザイン思考×ソーシャルイノベーショ
ン」、「コレクティブ・インパクト」で、
それぞれ独立したものですので、タイトル
を見て興味のあるものから読んでいくこと
が可能です。
　通常のビジネス発想では、採算性が第一

義的なものとされますが、本書で取り上げ
られている「ソーシャルイノベーション」
においては、社会的課題を解決することが
第一義とされていることから、本書を読む
ことで異なった立場からの社会的課題やビ
ジネスの見方を学ぶことができるでしょ
う。
　また、ビジネスと社会的課題解決は対立
するものではなく、「ソーシャルイノベー
ション」がビジネスとして成り立つ可能性
があることも実例を以って知ることができ
ます。「投資の可能性を拓く」では、営利
目的型（営利事業として成立する）、低利
益許容型（収支が若干プラス～プラスマイ
ナスゼロ）、助成金型（他のセクションか
らの金銭的サポートが必要）というように
「ソーシャルイノベーション」を分類して
投資を行っている組織（オミディア・ネッ
トワーク）について述べられています。
「ＳＤＧｓ」等に取り組む中、同様の考え
方を採用することで、新たなビジネスチャ
ンスの発掘につながる可能性も高めること
ができるのではないでしょうか。
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